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缶
サ
ッ
ト
の
筐

体

き
ょ
う
た
い

設
計 

今
回
、
鹿
児
島
ロ
ケ
ッ
ト
に
搭
載
し
た
缶
サ
ッ

ト
の
筐
体
（
本
体
）
に
お
い
て
こ
だ
わ
っ
た
点
を

紹
介
す
る
。 

ま
ず
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
振
動
に
耐
え
る
た
め
、
使

用
す
る
電
池
や
ア
ン
テ
ナ
、
基
盤
、
セ
ン
サ
ー
等

を
固
定
す
る
た
め
、
部
品
と
全
く
同
じ
サ
イ
ズ
の

空
洞
を
設
計
し
た
り
、
ね
じ
で
の
固
定
部
分
を
多

く
し
た
り
な
ど
の
工
夫
を
し
た
。 

ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
の
固
定
に
関
し
て
は
電
波
の

妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
ア
ン
テ
ナ
と
固
定
部
と

の
接
着
面
を
極
力
減
ら
し
た
。 

さ
ら
に
、
筐
体
の
ね
じ
以
外
の
ほ
と
ん
ど
を
３

Ⅾ
プ
リ
ン
ト
で
作
る
た
め
、
そ
の
特
性
に
対
応
す

る
た
め
、
プ
リ
ン
ト
時
の
設
定
を
調
整
し
た
。 

調
整
例
と
し
て
、
積
層
レ
イ
ヤ
ー
（
厚
み
）
を

0.08
㎜
か
つ
印
刷
速
度
の
低
速
化
、
筐
体
重
量
と

の
塩
梅
を
見
な
が
ら
筐
体
壁
数
の
増
量
を
行
い
、

よ
り
強
固
な
筐
体
に
し
た
。
ま
た
、
電
池
を
覆
う

固
定
具
の
イ
ン
フ
ィ
ル
（
内
部
）
の
構
造
を
３
Ⅾ

ハ
ニ
カ
ム
（
蜂
の
巣
）
構
造
に
す
る
こ
と
で
、
空

気
の
移
動
を
減
ら
し
、
気
泡
緩
衝
材
（
プ
チ
プ
チ
）

と
同
じ
よ
う
な
保
温
効
果
を
持
た
せ
た
。 

仕
上
げ
と
し
て
、
ロ
ケ
ッ
ト
着
水
時
に
備
え

る
た
め
の
防
水
機
構
と
し
て
、
マ
ト
リ
ョ
ー
シ

カ
（
多
層
）
の
構
造
や
防
水
ｏ
リ
ン
グ
、
内
蓋

に
よ
る
２
重
構
造
な
ど
を
用
い
た
。 

 

 

宇宙からのささやき 

～宇宙を知った人間は、 

決して前と同じ人間ではいられない。～ 

ラッセル・L・シュウェイカート 

アメリカの宇宙飛行士。 

月着陸船の初の有人試験を行った、アポロ 9号の月着陸船操縦士 

鹿
児
島
ロ
ケ
ッ
ト
６
・
７
号
機
成
功 

宇
宙
部
の
缶
サ
ッ
ト
を
搭
載 

２
０
２
６
年
２
月

24

日
に
鹿
児
島
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
・
７
号
機
の
打
上
げ
実
験
が
南
種

子
町
に
あ
る
前
之
浜
海
浜
公
園
付
近
の
海
岸
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
鹿

児
島
大
学
理
工
学
研
究
科
機
械
工
学
専
攻
・
片
野
田
研
究
室
と
第
一
工
科
大
学
の
学
生
チ
ー

ム
が
主
体
と
な
っ
て
設
計
・
製
作
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
片
野
田
研
究
室
で
は
、
特
に
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
の
燃
焼
特
性
解
析
、
ノ
ズ
ル
設
計
、
二
段
階
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
放
出

機
構
の
研
究
・
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
燃
料
に
は
、
火
薬
で
は
な
く
、

ろ
う
そ
く
に
使
わ
れ
る
「
ロ
ウ
（
パ
ラ
フ
ィ
ン
）」
と
「
ア
ク
リ
ル
」
が
用
い
ら
れ
、
こ
れ
に

よ
り
爆
発
の
危
険
性
を
な
く
し
て
安
全
性
を
確
保
し
て
い
る
。 

鹿
児
島
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
に
は
、
楠
隼
高
校
宇
宙
部
が
製
作
し
た
缶
サ
ッ
ト
（
缶
サ
イ
ズ

の
模
擬
人
工
衛
星
）
も
搭
載
さ
れ
た
。
こ
の
缶
サ
ッ
ト
は
、
加
速
度
セ
ン
サ
ー
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
セ

ン
サ
ー
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
海
面
着
水
時
の
浸
水
防
止
を
図
る
た
め
、
防
水
機
構

を
改
良
し
、
デ
ー
タ
取
得
の
確
実
性
を
高
め
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
打
上
げ
後
、
缶
サ

ッ
ト
は
、
セ
ン
サ
ー
が
正
常
に
作
動
し
、
無
線
に
よ
り
地
上
局
で
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
は
、
取
得
デ
ー
タ
の
解
析
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。 

 

高
校
宇
宙
部
の
動
向
を
追
う
！ 

 
 

 
 

 
 

 

５
泊
６
日
の
種
子
島
長
期
遠
征 

 

こ
こ
か
ら
は
、
私
た
ち
高
校
宇
宙
部
が
５
泊
６
日
の
遠
征
の
貴
重
な
経
験
を
紹
介
し
た
い
。 

   

 

←鹿児島ロケット６号機の打ち上

げの瞬間。酸化剤の液体酸素が勢

いよく噴射することで発射する。  

このロケットには、大学生や宇宙

部のメンバーなど、多くの人の思

いが詰まっている。打ち上げられ

た６号機はパラシュートが開いて

海に着水したのち、機体の先端に

ある浮き袋が開き、無事に回収さ

れた。 

～

20

日
～ 

学
年
末
考
査
最
終
日
、
昼
食
後
、
す
ぐ
に
第
一
工
科
大
学
の
小
型

バ
ス
で
楠
隼
を
出
発
。
鹿
児
島
大
学
で
他
の
メ
ン
バ
ー
と
合
流
し
、

大
型
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
フ
ェ
リ
ー
で
種
子
島
へ
出
発
。
谷
山
港
を

出
港
の
際
、
イ
ル
カ
の
群
れ
を
目
撃
！  

西
之
表
港
着
岸
後
、
宿
舎
（
南
種
子
町
立
自
然
の
家
）
に
到
着
し

た
の
は

23

時
頃
で
あ
っ
た
。
宿
舎
で
は
、
楠
隼
の
８
名
（
部
員
・

顧
問
）
は
、
一
部
屋
・
二
段
ベ
ッ
ド
で
の
生
活
で
あ
っ
た
。 

 

～

21

日
～ 

午
前
中
は
南
種
子
町
立
花
峰
小
学
校
の
児
童
と
交
流
、
午
後
か
ら

は
前
之
浜
海
浜
公
園
の
砂
浜
で
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
に
向
け
た
ラ

ン
チ
ャ
（
打
上
げ
台
）
の
組
立
作
業
等
の
準
備
作
業
。
宇
宙
部
は
、

主
に
ラ
ン
チ
ャ
か
ら
指
令
所
に
続
く
約
400

ｍ
の
光
ケ
ー
ブ
ル
を
埋

設
す
る
作
業
補
助
。
重
大
な
任
務
を
任
さ
れ
た
。 

～

22

日
～ 

午
前
中
は
，
前
日
か
ら
の
作
業
を
継
続
。
午
後
は
、
６
号
機
の
打

上
げ
リ
ハ
ー
サ
ル
。
本
番
さ
な
が
ら
の
緊
張
感
。
作
業
は
日
没
ま
で

続
き
，
入
浴
・
夕
食
後
は
，
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。
作
業
で

の
気
づ
き
を
共
有
し
、
記
録
を
残
し
、
今
後
に
繋
げ
る
大
切
さ
を
学

ん
だ
。 

 

～

23

日
～ 

６
・
７
号
機
の
打
ち
上
げ
リ
ハ
ー
サ
ル
。
緊
張
感
が
漂
う
中
、
宇
宙

部
も
缶
サ
ッ
ト
が
機
能
す
る
か
試
験
。
そ
の
後
、
来
客
用
の
テ
ン

ト
を
立
て
る
な
ど
の
活
動
を
し
た
。 

～

24

日
～ 

打
上
げ
当
日
、
当
初
は
雨
の
心
配
も
あ
っ
た
が
、
幸
い
に
も
や

や
雲
が
多
い
程
度
の
天
候
だ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
早
朝
５
時
起
床
。

最
終
確
認
し
て
海
岸
に
向
か
っ
た
。
到
着
す
る
と
す
ぐ
に
缶
サ
ッ

ト
の
引
き
渡
し
が
あ
り
、
６
号
機
に
搭
載
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
６
号

機
は
午
前

11

時

15

分
に
発
射
さ
れ
た
。
全
長

2.6
ｍ
、
直
径

14

㎝
、
重
さ

19

㎏
で
、
目
標
高
度
約

650
ｍ
に
到
達
し
た
。
ま
た
、

７
号
機
は
全
長

2.7
ｍ
、
重
さ
は

22

㎏
で
午
後
５
時

10

分
に
発

射
さ
れ
、
到
達
高
度
は
目
標
の
約

2.6

㎞
付
近
ま
で
上
が
っ
た
と
み

ら
れ
る
。
打
ち
上
げ
の
見
学
エ
リ
ア
は
地
元
の
人
や
報
道
陣
な
ど

大
勢
の
人
が
ロ
ケ
ッ
ト
を
見
守
っ
て
お
り
、
打
ち
上
げ
の
瞬
間
は

歓
声
が
上
が
っ
た
。
そ
の
後
は
、
船
に
よ
り
海
上
で
機
体
が
回
収

さ
れ
、
無
事
缶
サ
ッ
ト
も
役
目
を
果
た
し
返
却
さ
れ
た
。 

 

～

25

日
～ 

 

こ
の
日
は
大
雨
で
、
休
養
日
と
な
っ
た
が
、
宇
宙
部
メ
ン
バ
ー
は

26

日
が
寮
の
舎
室
替
え
の

た
め
、
離
脱
し
て
先
に
帰
路
に
つ
い
た
。 

移
動
日
が
２
日
間
、
活
動
日
が
４
日
間
の
遠
征
だ
っ
た
。
活
動
日
は
朝
か
ら
砂
浜
に
行
き
、

日
が
沈
む
ま
で
の
作
業
で
、
有
意
義
な
時
間
が
過
ご
せ
た
。 

 

宇
宙

そ

ら

の
声 

高
校
宇
宙
部
は
２
月

20

日
か
ら

25

日
の
６
日
間
、
鹿
児
島
ロ
ケ
ッ
ト
６
・
７

号
機
の
打
上
げ
に
参
加
し
た
。
今
回
は
鹿

児
島
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
に
加
速
度
と
Ｇ
Ｐ

Ｓ
を
計
測
す
る
模
擬
人
工
衛
星
を
搭
載
し

た
。 現

地
で
は
、
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
打

上
げ
準
備
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い

た
。
加
え
て
、
私
た
ち
が
準
備
段
階
か
ら

参
加
し
た
た
め
に
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ

に
は
純
粋
に
ロ
ケ
ッ
ト
の
製
作
以
上
に
事

前
の
膨
大
な
準
備
、
計
画
、
折
衝
、
練
習
、

意
思
統
一
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
学
ん

だ
。 最

後
に
、
こ
の
よ
う
な
ロ
ケ
ッ
ト
の
準

備
段
階
か
ら
参
加
す
る
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
頂
き
、
私
た
ち
の
様
々
な
質
問
に
答

え
て
く
だ
さ
っ
た
鹿
児
島
大
学
・
第
一
工

科
大
学
の
方
々
、
宇
宙
部
顧
問
の
米
満
先

生
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
特
に
、
両

大
学
の
先
生
方
に
は
今
回
の
鹿
児
島
ロ
ケ

ッ
ト
の
打
上
げ
の
参
加
に
お
い
て
、
感
謝

し
て
も
し
き
れ
な
い
く
ら
い
多
く
の
サ
ポ

ー
ト
を
頂
い
た
と
思
っ
て
い
る
。 

こ
れ
か
ら
は
、
得
ら
れ
た
経
験
や
デ
ー

タ
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
た
形
に
し
て
次

回
以
降
の
搭
載
に
向
け
て
改
良
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
う
。 

以
下
、
部
員
の
声 

「
大
学
生
主
体
で
設
計
か
ら
打
ち
上
げ
ま

で
を
完
遂
さ
れ
る
体
制
、
毎
日
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
の
気
づ
き
事
項
の
共
有
、
５
分

刻
み
の
綿
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
に
、

大
き
な
学
び
と
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
」

(

末
利) 

「
来
年
も
、
こ
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
文
化
が
続

く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。」(

奥
村) 

第一工科大学の大型バスで移動 花峰小学校の児童と交流 光ケーブル埋設作業 後ろにあるのが発射台 

缶
サ
ッ
ト
筐
体
内
部  

専用ホルダーで６号機に搭載 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%87%E5%AE%99%E9%A3%9B%E8%A1%8C%E5%A3%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%9D%E3%83%AD9%E5%8F%B7

